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市民交流センターは、杭工事が完了し、現在、基礎工事を進めているところです。年内には鉄骨工事に着手し、
年明けからは仮囲いの外からも交流センターの姿が徐々に見えはじめてきます。

現在の工事の様子（平成28年10月31日撮影）

市民交流センター完成予想図

平成29年度中の竣工を目指して
市民交流センター

市民交流セ タ 完成予想図
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本
委
員
会
は
、
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
付
託
議
案
１
件
「
須
賀
川
市

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条

例
」、
請
願
１
件
「
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

に
つ
い
て
」
関
係
部
課
長
の
出
席
を

求
め
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
原
案
通
り
可
決
・
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

10
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
公

会
計
制
度
に
つ
い
て
静
岡
県
浜
松
市
、

行
政
評
価
に
つ
い
て
三
重
県
亀
山
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

公
会
計
制
度
の
導
入
後
の
効
果
や
、

今
後
の
行
政
評
価
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
本
市
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え

て
視
察
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
行
政
視
察
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
市
当
局
と
の
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
委
員
会
と
し
て
、
行

政
評
価
や
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
新
庁
舎
建
設
」
に
つ
い
て

は
10
月
21
日
に
現
地
視
察
を
行
い
工

事
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
付
託
議
案
１
件
「
市
道
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
」
の
審
査
を
関
係

部
課
長
の
出
席
を
求
め
、
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
認
定
す
る
路
線
は

森
宿
字
狐
石
地
内
１
路
線
、
岩
渕
字

植
松
地
内
５
路
線
及
び
長
沼
字
北
町

地
内
１
路
線
の
計
７
路
線
で
す
。
審

査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
７
路
線
を
含
め
市
道
の
路
線

数
は
、
２
９
３
０
路
線
、
総
延
長
は

１
４
９
６
㎞
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
道
路
で

す
。
市
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
も

市
道
の
破
損
・
補
修
等
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
調
査
項
目
と
し
て

●
須
賀
川
駅
西
地
区
開
発
を
含
め
た

駅
周
辺
の
面
的
整
備

●
所
管
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理

の
２
項
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
道
路
河
川
課
か
ら
「
街
路

樹
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
」
現
在
の

取
組
内
容
を
説
明
い
た
だ
き
、
意
見

市
当
局
か
ら
は
、
来
年
１
月
末
に

建
物
完
成
予
定
で
あ
り
、
年
内
中
に

は
足
場
が
取
れ
る
予
定
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

交
換
を
し
ま
し
た
。
街
路
樹
に
つ
い

て
は
、
街
並
み
に
統
一
感
を
与
え
、

景
観
に
季
節
感
を
も
た
ら
し
、
緑
陰

を
形
成
し
、
夏
の
日
差
し
を
和
ら
げ
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
な
ど
役
割

は
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
当
局
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
建
設
水
道
事
業
の
推
進
に
役
立

て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

常任委員会活動報告

総
務
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

総 務 常 任 委 員 会

建設水道常任委員会

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

大倉　雅志

安藤　　聡

渡辺　康平

五十嵐　伸

佐藤　暸二

市村　喜雄

加藤　和記

本田　勝善

水野　　透

大寺　正晃

大越　　彰

渡辺　忠次
長沼字北町地内

三重県亀山市
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本
委
員
会
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
付
託
議
案
３
件
「
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
」「
須
賀
川
市
農
業
水
利
施
設
等
保

全
再
生
事
業
基
金
条
例
」「
須
賀
川
市
藤

沼
湖
周
辺
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長
の
出

席
を
求
め
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
調
査
項
目
と
し
て

●
雇
用
拡
大
に
向
け
た
企
業
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
８
日
に
市
内
工
業
団
地
の
滑
川

地
区
、
須
賀
川
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ

ガ
ー
デ
ン
の
現
地
視
察
で
、
現
在
の
取

組
及
び
進
捗
状
況
の
確
認
と
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
滑
川
新
規
工
業
団
地
整
備

は
、
今
年
度
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、

測
量
調
査
の
発
注
を
予
定
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
の
中
で
委
員
か
ら
整
備
・

造
成
に
関
し
て
、
既
存
住
宅
地
へ
の
配

慮
が
必
要
と
の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
市
当
局
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
行
政
視
察

　

本
委
員
会
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
付
託
議
案
２
件
「
須
賀
川
市
市
民
の

森
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」「
須

賀
川
市
立
稲
田
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

の
う
ち
建
築
主
体
工
事
の
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て
」
関
係
部
課
長
の
出
席
を

求
め
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
議
案
２
件
に
つ
い
て
は
原
案
通
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
１
件
「
成
人
の
健
康
診
断
の
充
実

を
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
審
査
の

結
果
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
調
査
項
目
と
し
て

●
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
整
備

●
小
中
一
貫
教
育
と
安
全
・
安
心
な
教

育
環
境
の
整
備

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
３
項
目
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

10
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
行
政
視

察
に
お
い
て
、
静
岡
県
袋
井
市
で
は

「
フ
ッ
ピ
ー
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
」
行
政
区
や
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
と
連

携
し
た
平
成
19
年
度
か
ら
の
先
進
事
例

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

三
重
県
伊
賀
市
で
は
、「
地
域
包
括
ケ

を
行
い
ま
し
た
。「
観
光
戦
略
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
訪
れ
て
み
た

い
ま
ち
「
高た

か
は
し梁
」
を
目
指
す
岡
山
県
高
梁

市
、「
企
業
立
地
に
頑
張
る
市
町
村
20
選
」

に
選
ば
れ
た
和
歌
山
県
橋
本
市
で
の
具

体
的
な
取
組
や
施
策
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
行
政
視
察
で
の

内
容
を
踏
ま
え
て
、
更
に
調
査
、
研
究

を
重
ね
当
局
に
提
言
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
」

①
地
域
の
力
、
②
専
門
機
関
の
力
、
③

地
域
と
専
門
機
関
を
結
ぶ
パ
イ
プ
機
能
、

の
３
つ
の
機
能
強
化
に
よ
り
市
全
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
目
指
す
先
進
事
例

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
行
政
視
察
で
の
成
果
を
踏
ま

え
、
当
局
と
の
意
見
交
換
や
具
体
的
な

提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
産
業
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

生活産業常任委員会

教育福祉常任委員会

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

関根　保良

佐藤栄久男

大河内和彦

横田　洋子

大内　康司

高橋　秀勝

生田目　進

相楽　健雄

溝井　光夫

広瀬　吉彦

丸本由美子

鈴木　正勝
静岡県袋井市

岡山県高梁市



一部事務組合等の報告
当市が構成員となっている一部事務組合等の状況について報告します。

　

本
組
合
は
、
10
月
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
報
告
１
件
「
平
成
27
年
度

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合
一
般
会

計
予
算
継
続
費
の
逓
次
繰
越
し
に
つ

い
て
」、
付
託
議
案
３
件
「
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」「
平
成
27
年
度
須
賀
川
地
方
保

健
環
境
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」「
平
成
28
年

度
須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）」
に
つ
い

て
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
後
に
議
員
全
員
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
現
在
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
代
替
と
な
る
、
新
た
な

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
施
設
整
備

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
に
、
候
補
地
選
定
及
び

基
本
構
想
策
定
業
務
が
発
注
済
み
で

あ
り
、
翌
年
度
以
降
、
住
民
同
意
及

び
用
地
取
得
な
ど
に
つ
い
て
事
業
を

進
め
、
平
成
33
年
度
供
用
開
始
を
目

途
と
し
て
い
ま
す
。

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合

　

ま
た
、
11
月
８
日
に
ご
み
処
理
施

設
建
設
に
関
わ
る
組
合
議
会
議
員
に

よ
る
先
進
地
視
察
が
行
わ
れ
、
宮
城

県
亘わ

た
り
な
と
り

理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合
・

岩
沼
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

本
組
合
は
、
須
賀
川
市
、
石
川
町
、

鏡
石
町
、天
栄
村
、玉
川
村
、平
田
村
、

浅
川
町
、
古
殿
町
の
１
市
４
町
３
村

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
賀
川
市

に
本
部
を
置
き
、
２
消
防
署
、
６
分

署
、
１
分
遣
所
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

10
月
21
日
に
議
会
定
例
会
が
開
催

さ
れ
「
平
成
28
年
度
須
賀
川
地
方
広

域
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」「
平
成
27
年
度
須
賀
川

地
方
広
域
消
防
組
合
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど

６
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

第
８
回
消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー（
９
月
17
日
）

　

昭
和
48
年
か
ら
の
統
計
で
は
、
平
成
26
年
の

火
災
発
生
件
数
50
件
が
過
去
最
少
で
し
た
。
今

年
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
下
回
れ
る
よ
う
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

4

新ごみ処理施設建設安全祈願祭

須
賀
川
消
防
署
長
沼
分
署
湯
本
分
遣
所

新
庁
舎（
平
成
28
年
４
月
竣
工
）

高
規
格
救
急
自
動
車
が
須
賀
川
消
防
署
鏡
石

分
署
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
28
年
10
月
）



　

岩
瀬
地
方
市
町
村
議
会
は
、
須
賀

川
市
、
鏡
石
町
と
天
栄
村
の
３
市
町

村
の
議
員
46
人
で
構
成
し
、
岩
瀬
地

方
の
課
題
等
に
つ
い
て
各
議
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
を
議
論
し
要
望
の

実
行
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

天
栄
村
議
会
か
ら
、
①
国
道
１
１

８
号
の
整
備
促
進
、
②
国
道
２
９
４

号
の
整
備
促
進
、
③
県
道
白
河
羽
鳥

線
の
整
備
促
進
。

　

鏡
石
町
議
会
か
ら
、
①
一
般
国
道

４
号
鏡
石
町
区
間
の
４
車
線
化
整
備

促
進
、
②
基
盤
整
備（
ほ
場
整
備
）

事
業
に
お
け
る
財
政
支
援
、
③
土
地

区
画
整
理
事
業
に
対
す
る
補
助
事
業

の
拡
充
。

　

須
賀
川
市
議
会
か
ら
、
①
除
染
土

壌
等
の
処
理
、
②
原
子
力
損
害
賠
償

の
適
正
な
実
施
及
び
迅
速
化
。

　

８
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
す
べ

　

本
企
業
団
は
、
須
賀
川
市
、
鏡
石

町
、
天
栄
村
及
び
玉
川
村
の
４
市
町

村
で
構
成
さ
れ
、
地
域
医
療
の
中
核

的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
９
月
30
日
に
９
月
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
「
平
成
27
年
度

公
立
岩
瀬
病
院
企
業
団
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」「
平
成

岩
瀬
地
方
市
町
村
議
会
議
員
大
会

公
立
岩
瀬
病
院
企
業
団

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
観
光
と
地
産
地

消
の
連
携
が
も
た
ら
す
地
域
振
興
」

と
の
演
題
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
素
材
広

場
理
事
長
の
横
田
純
子
氏
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
横
田
氏
は
株
式
会
社

リ
ク
ル
ー
ト
じ
ゃ
ら
ん
事
業
部（
国

内
旅
行
事
業
）に
10
年
以
上
の
勤
務

を
経
て
独
立
、
福
島
県
や
会
津
若
松

市
な
ど
行
政
の
各
種
委
員
会
委
員
と

し
て
活
躍
し
な
が
ら
、「
旅
は
、
人

を
育
て
、
地
域
を
育
て
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
地
元（
福
島
）
の
素
材
を
活

用
し
「
生
産
者
」「
飲
食
店
」「
商
店
」

を
観
光
で
結
び
つ
け
る
成
功
事
例

は
、
本
地
域
の
参
考
に
な
る
内
容
で

し
た
。

27
年
度
公
立
岩
瀬
病
院
企
業
団
病
院

事
業
会
計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
」
２
件
が
提
案
さ
れ
認
定
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
医
業

収
益
は
44
億
１
６
６
４
万
円
、
医
業

費
用
は
46
億
１
５
７
７
万
円
と
な

り
、
こ
れ
に
医
業
外
収
支
の
損
失
を

加
え
た
経
常
損
失
は
２
億
８
８
７
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
医
師

招
聘
に
よ
る
診
療
体
制
の
強
化
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
運
用
な
ど
病
院

経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
稼
動
し
ま
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
は
、
一
般
病
棟
48
床
を

運
用
し
60
日
間
の
療
養
が
認
め
ら

れ
、
在
宅
復
帰
へ
向
け
大
き
な
期
待

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
科
婦
人
科
診

療
棟
増
築
工
事
は
10
月
末
現
在
進
捗

率
61
％
で
来
年
３
月
開
設
へ
着
々
と

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
29
年
度
か
ら
４
年
間

の
「
新
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
今
後
企

業
団
議
会
で
説
明
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
３
月
に
は

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。
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横田純子氏の講演

地域包括ケア病棟の視察（９月30日）
企業長、院長、副院長兼看護部長より説明を受けました。

議員大会（10月３日）
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9月定例会の審議結果をお知らせします！
議案等番号 件　名 結果

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

91 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて ◎

92 西袋財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて ◎

93 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて ◎

94 専決処分の承認を求めることについて ◎

95 須賀川市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例 ◎

96 市道路線の認定について ◎

97 財産の取得について ◎

98 須賀川市農業水利施設等保全再生事業基金条例 ◎

99 須賀川市藤沼湖周辺施設条例の一部を改正する条例 ◎

100 須賀川市市民の森条例の一部を改正する条例 ◎

101 須賀川市立稲田小学校校舎改築工事のうち建築主体工事の請負契約の変更について ◎

102 平成 28 年度須賀川市一般会計補正予算（第3号） ◎

103 平成 28 年度須賀川市市営墓地事業特別会計補正予算（第 1号） ◎

104 平成 28 年度須賀川市下水道事業特別会計補正予算（第 1号） ◎

105 平成 28 年度須賀川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号） ◎

106 平成 28 年度須賀川市国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） ◎

≪結果の表示記号≫　　◎　全会一致で可決、同意、承認、採択　　○　賛成多数で可決、採択
　　　　　　　　　　　△　賛成少数で否決、不採択　　─　継続審査　　　　　　賛否が分かれた議案等

議案等番号 件　名 結果

議
　
案

107 平成 28 年度須賀川市介護保険特別会計補正予算（第 1号） ◎

108 平成 28 年度須賀川市水道事業会計補正予算（第 1号） ◎

109 平成 27 年度須賀川市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について ◎

110 平成 27 年度須賀川市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について ◎

報
　
　
告

14 専決処分の報告について ◎

15 平成 27 年度須賀川市一般会計予算継続費の精算報告について ◎

16 平成 27 年度須賀川市水道事業会計予算継続費の精算報告について ◎

17 平成 27 年度須賀川市健全化判断比率及び資金不足比率について ◎

議員
提出
議案

7 議員の派遣について ◎

議
員
提
出
意
見
書
案

6 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出
について ◎

7 TPP の国会批准をしないことを求める意見書
の提出について ○

8
安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安
全法制整備法）の廃止を求める意見書の提出
について

△

請
　
　
願

※
3
TPP 協定を国会で批准しないことを求める請
願 ◎

※
4
安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安
全法制整備法）の廃止を求める意見書の提出
について

△

8 地方財政の充実・強化を求める意見書提出の
請願について ◎

9 成人の健康診断の充実を求める請願書 ―

※　○は賛成　　●は反対　　　　※議長（広瀬吉彦）は、採決に加わりません。

～上の表のうち、賛否の分かれた議案などについて、議員ごとの賛否についてお知らせします～
各議員の賛否一覧

会派等 志政会 創政会 新政会 無会派 議決結果
議員名

議案等
番号

水
野
　
透

溝
井
光
夫

安
藤
　
聡

大
寺
正
晃

関
根
保
良

五
十
嵐
　
伸

広
瀬
吉
彦

佐
藤
暸
二

高
橋
秀
勝

渡
辺
康
平

本
田
勝
善

生
田
目
　
進

鈴
木
正
勝

大
内
康
司

渡
辺
忠
次

佐
藤
栄
久
男

相
楽
健
雄

加
藤
和
記

市
村
喜
雄

大
越
　
彰

横
田
洋
子

丸
本
由
美
子

大
河
内
和
彦

大
倉
雅
志

賛

成

反

対

棄

権

議員提出意見書案 7 ● ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 14 9 0

議員提出意見書案 8 ● ○ ○ ● ● ○ － ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 11 12 0

※請願３・４は、３月定例会付託
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～議会を傍聴してみませんか～
　本会議や委員会は、住所・氏名を記入するだけでどなたでも傍聴
ができます。
　本会議については、岩瀬市民サービスセンター３階、委員会につ
いては岩瀬市民サービスセンター２階にお越しください。
　傍聴席は、本会議が24席、委員会が８席です。
　また、本会議の録画中継やライブ中継、会議録が市のホームペー
ジでご覧いただけます。   
（http://www.city.sukagawa.fukushima.jp）   
＜中　継＞　ホーム ⇒ 須賀川市議会 ⇒ インターネット会議・中継

録画 ⇒ 「録画中継を見る」「ライブ中継を見る」
＜会議録＞　ホーム ⇒ 須賀川市議会 ⇒ 市議会会議録検索システム

日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/1 2 3

招集日 
【本会議】 
（議案一括 
上程提案 
理由説明） 議員議案調査

休会

4 5 6 7 8 9 10

休会
議会運営
委員会

議員議案調査 議員議案調査 議員議案調査

【本会議】 
（総括質疑、議案
等の委員会付託）

 
議員議案調査 常任委員会議案調査

休会

11 12 13 14 15 16 17

休会

常任委員会議案調査

【本会議】 
（一般質問）

常任委員会議案調査

【本会議】 
（一般質問）

常任委員会議案調査

【本会議】 
（一般質問）

常任委員会議案調査

【委員会】 
総務 

常任委員会 
建設水道 
常任委員会

休会

18 19 20 21 22 23 24

休会

【委員会】 
生活産業 
常任委員会 
教育福祉 
常任委員会

【委員会】 
予算委員会

事務整理

最終日 
【本会議】 
（委員長報告、 
議案等の質疑・ 
討論・採決）

12月定例会のお知らせ
12月定例会は、12月1日㈭から12月22日㈭までの22日間開催される予定です。

　定例会の会
期を決定しま
す。また、今
期定例会に上
程された議案
などの提案理
由の説明を受
けます。

　議案に対す
る議員の総括
質疑を行いま
す。また、詳
細な審査をす
るため、付託
する委員会を
決定します。

　12月１日に
提案理由の説
明を受けた議
案について、
議員が議案の
調査をし、今
後の審査に備
えます。

　市政全般の
事務などにつ
いて質問を行
い、市政執行
の状況や今後
の方針などを
確認したり、
議 員 と し て
の意見などを
述べたりしま
す。

　議員が、
委員会審
査の結果
を踏まえ
議案等に
対する賛
否を検討
します。

　常任委員会
に付託された
議案等につい
て、委員会を
開催し、議案
を調査、今後
の審査に備え
ます。

　各委員会に付託
された議案等に関す
る委員長報告を行
い、質疑・討論を実
施します。それを踏
まえて採決が行われ
ます。また、追加提
案や議員提出議案等
がある場合は、それ
らについても審議し
ます。

　委員会審査（16 日、
19 日、20 日 ）で は、
各委員会に付託と
なった議案の内容に
ついて、質疑を行い
ながら細かく審査し
ます。委員会として
賛否を決定し、本会
議最終日で委員長が
審査の結果を報告し
ます。
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委
員
長 

鈴　

木　

正　

勝

　

 　

副
委
員
長 

大　

寺　

正　

晃

　

 　

委　
　

員 

渡　

辺　

康　

平

　

 　
　
　

〃 

水　

野　
　
　

透

　

 　
　
　

〃 

溝　

井　

光　

夫

　

 　
　
　

〃 

横　

田　

洋　

子

　

 　
　
　

〃 

佐　

藤　

栄
久
男

　

 　
　
　

〃 

相　

楽　

健　

雄

編
　
集
　
後
　
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

次号の「すかがわ市議会だより」
は、２月15日の発行予定です。

政務活動費の適正な支出に努めています
　本市では、「須賀川市議会政務活動費の交付に関する条例」により運用しています。
【交 付 額】所属議員 1人当たり月額 3万円（年額 36万円）
【交 付 先】会派（所属議員が 1人の場合も含む）に対して振り込み
【使途基準】平成 13年度に定めた（下記に使途基準表 1）に従う
【使用残額】決算後に市に返還（下記に過去 5か年の一覧表）
【情報公開】制度導入当初から収支報告書の提出を義務付け、市議会ＨＰなどにおいて政

務活動費の収支報告書、領収書及び行政調査報告書などを広く公開

政務活動費使途基準表 1

行政調査費決算一覧表（過去５か年）

　

今
号
は
、
市
議
会
教
室
に
お
い
て
、

当
市
の
政
務
活
動
費
の
状
況
を
記
載
し

ま
し
た
。

　

後
を
絶
た
な
い
地
方
議
員
の
不
祥
事

や
お
粗
末
な
地
方
議
会
の
運
営
と
共

に
、
最
近
は
政
務
活
動
費
の
不
正
受
給

が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

様
々
な
観
点
か
ら
議
論
を
行
い
、
そ
の

中
で
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
の
明
確

化
や
情
報
公
開
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
の
取
組
と
結
果

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

項　　目 支出できるもの 支出できないもの

調 査 研 究 費 研究会・研修会などの開催費用
先進地調査・研修会参加旅費など

政党活動・選挙活動に伴う経費
昼食代・宴会・懇親会費など

資料作成購入費 参考図書・新聞代など 政党で発行する新聞代
商品券・図書券など

広 報 費 広報紙発行代など 党発行の機関誌・広告代
後援会報の印刷代など

事 務 費 事務用機器のリース料
事務用消耗品など

交際費（慶弔費・寄付金・広告料・電報代）
車両のリース料・党費
備品（パソコン・カメラ等）の購入費など

年度
平成

会派への
交付額

会派での
支出額

使用率
（％）

市への
返還額

使　用　内　訳

調査研究費 資料作成
購入費 広報費 事務費

23年 4
※1
,860,000 2,967.622 61.1% 1,892,378 1,646,018 46,840 1,263,162 11,602

24年 9,960,000 6,617,387 66.4% 3,342,613 4,850,182 145,517 1,553,003 68,685

25年 10,080,000 6,748,926 67.0% 3,331,074 4,533,277 208,294 1,762,410 244,945

26年 10,080,000 7,311,786 72.5% 2,768,214 5,268,595 235,611 1,564,675 242,905

27年 9,330,000 3
※2
,922,366 42.0% 5,407,634 2,473,626 164,523 1,063,304 220,913

※１　平成23年度上半期分については、東日本大震災の発生に伴い、交付請求がされていない
※２　平成27年度の支出額の減少については年度途中で改選のため

（単位　円）


